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―――――― プログラム ―――――― 

近年、再生医療が先端医療として注目されて

います。しかし、現在分野によっては、日常

診療に浸透し既存の治療との境界が日々不明

瞭となりつつあります。今回、本来組織移植

医療として提供されてきた膵島移植に関し

て、再生医療に包括される同種・自家膵島移

植を紹介し、Translational research からの

視点から、異種膵島移植医療についての報告

を行います。また基礎的研究分野や萌芽研究

の重要性と医学研究者人材育成に関わるスキ

ームについても、本財団が今後期待されるべ

き役割と合わせ、参加者と意見交換を行いた

いです。 


